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燃焼研究と私

矢木 栄

日本燃焼研究会より,「燃焼研究 J発 刊号記念に研究会

発足及び機 関誌発刊当時のことを書けとの依頼がありまし

た 私 も当時その推進役をつ とめて居 りましたので,思 い

出すま 書ヽ綴 りたいと思います

初めには順序 として,私の研究課題 としての
“
燃焼研究

″
,

次には発刊機関誌
“
燃焼研究

"な
らびに日本燃焼研究会の

発足事情を述べて見たいと思います

燃麻研究 と私

私 も40年 前頃か ら燃焼研究を始めて居 りま した そ の

題 目などは次のようなもので,燃 焼の工学 的取扱いのもの

で した

i)輝 焔 (炎)一 L u m i n o u s  F l a m c―研究 工 業化学誌 昭

和 12年   p90, 98, 263

h )セ メント回転窯の燃焼 と伝熱 工 業化学誌 昭 和 1 5

上F  p792

t i ) 混流 脩L 流) 拡 散 の研 究  工 業化学誌  昭 和 1 8 年

p608, 821

iv)焔 (夕9の 長さに就て 工 業化学誌 昭 和 18年  p873

v)機 関車の燃焼及びそのボイラ解析 工 業化学誌 昭 和

26年   p63

Vi)PrOblCms of Tulbulcnt―Difftlslon and Flamc Jct

lv ul llltcmational Symposiじm on Combustion 1952 p771

Vil)Stlldics oll COmbustion of Calbon Particlcs in Flamc and

Fluidizcd Bcds

′ヽul lntcmational Symposium on Cornbustion  1955  p231

宙i ) R a d i a t i o n  f R o m  S o o t  P a r l i c l c s  i n  L u n i n o u s  F l a n c s

W皿tll lntcrnational Symposium on Combustion  1961  p288

日本燃綜研究会 た私

米国の COmbuston lnstitutcと私 との関係は 1937～ 1939

年 MITで の留学 (PrOi HOttClの研究室),1939年 2月 , ピ

ーツバーグの Dr Lewis(当時は Bdlcau of Mincs)らとの会

見に始 るでしょう 其 後 は第 4回 燃焼国際会議 (1952年

MITで 開催)論 文提出時で した 当 時私は 日本学術会議 の

燃焼研究連絡委員会 (研連)に 席をおいて居 りましたので,

政府出張旅費の補助獲得に努力 して層 りました

昭和 28年 11月 に研究連絡委員会 (研コ に関連する形で

「燃焼研究懇話会 Jを つ くり海外派遣 などを討議いた し,

昭和 30年 5月 には懇話会の臨時総会を開き,「日本燃焼研

究会Jの 発足を決め正会員 (37名)維 持会員社 (18勧
―括

弧内はチャターメンバーー とい う形になりました 法 人格

はな く,任 意団体ではあ りますが, 日本学術会議 (研も と

関連をとりつ 卜,業 界の援助 も受けられる形 とな りました

当時の役員は会長 矢木,幹 事は疋田 熊 谷ほか 5社 で,そ

の年開かれ た第 5回 国際会議 (Pittsbutt Univ PI“sburg Pa

USA)の 論文提出ならび代表派遣などを討議 しました

日本燃焼研究会は昭和 31年 (1956)1月 に研究抄録誌発

刊,昭 34年 (1959)12月には待望の会話 「燃焼研究」の発

行開始 とな りました

日本燃焼研究会は Combuston lnstitutcとの連絡,国 際会

議への論文提出,代 表派遣,旅 費補助 ,出 張報告会 ,会 員

研究発表会,見 学会など順調な発展をして居 ります

燃焼国際会議の開催には米国側 も種々の便宜をはか って

くれ,当 時の日本 の困難な事情を理解 して,軍 の好意を と

りつけ,MATS使 用の便宜 もとりつけて くれた MATSは

Mllitary Air TranspOrtation Scrviccで第 8回 PasadcnaのCIT

には矢木 熊 谷 辻  木 村は立川 ―ウェク ーハフイ ‐米カ

リフォルエア Travになどの米軍基地使用 で運 営されてい

た ま た MATSは 第 9回 Ithaca Comcl Univ にも手配 して

くれました

以上燃焼研究会発足当時の思出を書綴 りましたが , こヽ

でシンポジウムの原点に立かえって見たいと思います  日

本ではシンポジウムは論文発表 だけの感ですが,外 国では

地中海時代 の 「シンポJの 名残 りで楽 しく飲み食 しなが ら
“
楽 しむ
"が
あ ります 東 京 の燃焼シ ンボで も講漬は都市

センターで質素なもので したが,プ リンスホテルなどで楽

しいもので した (昭和 49年 1974年 8月 25～ 29日 )
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